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　鳥取県西部中小企業青年中央会　第33期会長を務めさせてい

ただきます中田耕治です。どうぞ宜しくお願いします。今期のス

ローガンとテーマは地域の創造主となる様な創造的な活動を明確

なビジョンのもと、視野を広げ、情報・知識・意識を共有し変化

に即応出来る行動力を目指し、掲げさせていただきました。

　今私たちの置かれている環境は日々メディア等で報道されてい

る事件・事故・社会問題にあふれています。もう一度、道徳心か

ら考え直さなければならない事ばかりです。そして広がる地域間

格差、景気は一部の地域のみの良さが強調され、この山陰には無

縁とも思える中、私たちは青年として青年経済団体として、何を

思い・描き・行動していくか、日々考え行動していく事が急務で

あります。

　私たちは青年としての特権「自由な発想と大胆な行動」という

青年中央会スピリッツを再度認識し行動し、何事にも果敢にチャ

レンジしていきたいと思います。私は先輩方から良く聞く話の中

で、青年中央会は「大人の会である」「野武士の会である」との

精神をよく思い起こします。「大人の会である為には？」「野武

士の会である為には？」と自らの行動の根本的なところから考え

る事が、今の時代だからこそ必要であると考えます。

　私たちが、この地域（鳥取県西部を

中心とした地域）に根差したオピニ

オンリーダーである為の旗印として

「We are the ActionCreator」をサブタイトルとしてスローガン

に添えました。

　私たちが青年中央会として活動していく中では、決してマス

ターベーションの活動になってはなりません。活動を周囲の方々

にも青年中央会の魅力を感じていただく為にも、実のある活動を

目指さなければなりません。青年中央会は志を持った会員の集団

です。誰もが何かしら勉強になれば、何かしら会社に持ち帰りた

いと考える会員ばかりです。その１人１人の魅力を集め、魅力あ

る委員会を行う。それがまぎれも無く青年中央会の魅力へとつな

がります。そこから、「どうして青年中央会は元気が良いのだろ

う？」元気な会社には「青年中央会の会員が居るのだ。」と思わ

れるような会を目指してテーマの「魅力」を掲げています。私た

ちは私達の英知を集め、本気と本気のぶつかり合いから生まれる

友愛を深め、団結して「Creative & Action」のスローガンの下、

先輩方が築かれた歴史と伝統に習い新しいページをまた一枚増や

していく所存ですのでご指導ご支援の程、宜しくお願いします。

　第33期中田会長の下で、３委員会を担当させていた

だきます、副会長の北口智明です。

　本年度のテーマである「魅力」を基本理念として、地

域ビジョン委員会は「県西部の魅力ある未来像の模索」、環境問題委員

会は「地域を取り巻く魅力ある環境資源の再考察」、会員力委員会は「魅

力溢れる会員企業同士の交流促進」と、それぞれの委員会活動の中で

議論すべき内容は盛りだくさんです。委員長ならびに委員会メンバー

が、個々のバイタリティを発揮し、忌憚のない意見を出し合っていた

だきたいとおもいます。各委員長が実力を存分に発揮できるよう、全

力でサポートしていく所存です。微力ながら精一杯頑張りますので、

どうか一年間よろしくお願いいたします。

ごあいさつ 第33期鳥取県西部中小企業青年中央会　会長　中田耕治

北口智明
地域ビジョン・環境問題・会員力（窓口）

　今期副会長を拝命いたしました。１年間よろしくお

願いします。担当は広報委員会と政治行政委員会です。

広報委員会は今一度「広報の目的」を委員会で議論して

もらい、目的を果たすうえで必要な手法やルールを再確認してもらい

たいと考えています。政治行政委員会には、自由な発想と大胆な行動

がとれる青年経済団体として、政治行政とのかかわりの中で、私たち

のくらしやビジネスに変化の渦を是非作り出して欲しいと期待してい

ます。石川委員長、松江委員長お二人とも意欲的なビジョンを掲げて

おられます。「創造（想像）・行動・魅力」のキーワードのもと、両委員会

の活動が確かな足取りとなれるよう、精一杯支援したいとおもいます。

畠山広幸
広報・政治行政

　会は、会員の皆様があるからこそ会であり、それぞれ

個性があるからこそ刺激になり「魅力」を感じます。伺い

考えるだけでなく、心と心をぶつけ合い行動に移さなけ

れば、何も進みません。一歩でも踏み出せば必ず新しい何かが見つかり、

次は何をすれば良いのかが見えてきます。それが出来るのが青年中央会

の良いところだとおもいます。

　若輩者ではありますが、副会長として諸先輩の残された歴史を正しく認

識し、これからの時代に合った発想や行動を委員長並びに委員会メンバー

が胸を張ってできるように、全身全霊で支えて行きたいとおもいます。

　この大役に、日々緊張感が増しております。私自身もまた新たな勉強で

す。どうぞよろしくお願いいたします。

増井幸一
ビジネス・魅力アクション

　中田会長より副会長ならびに事務局長の職を拝命しまし

た後藤です。皆さん、１年間よろしくお願いします。

　無から有を作りあげるときや経験が何の役にも立たない

ときなどに必要な「蛮勇」。何かを継承していこうとするときや守るべきもの

を持ったときなどに必要な「知勇」。とかく「蛮勇」は「知勇」を指して“臆病”と

か“旧態依然”と評し、「知勇」は「蛮勇」を指して“享楽的”とか“傍若無人”と評

します。ただし、「知勇」に重きを置きすぎると座して死すことも。反面、予測

や計画を軽視し、または立てずに「蛮勇」に重きを置きすぎると待っているの

は派手な討ち死。不偏なるバランス感覚が極めて重要になってきます。

　応用を利かすことが難しい一期一会的な「蛮勇」と、経験として歴史の中に

編み込んでいける「知勇」。この２つの“勇気”の使い分けを意識し、また実現

できるようこの１年務めてみたいとおもいます。

後藤公平
総務（事務局長）

副会長抱負

第33期スローガン「Creative & Action」
          　　　　    〜 We are the ActionCreator ～

テーマ「魅力」
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　総会後に須山さんから笑顔で太鼓を渡され、何をどうするの

かよくわからないままでスタート！宮崎さん、家高さんへの

エールで始まり、ＡＳでは植田部長の指示で皆さんが手際よく

準備しておられ、オロオロ状態。とにかく邪魔でも皆さんにつ

いていくだけで精一杯。ポイントでは選手に声援しているうち

に私もハゲまされているような、とても清々しい一日だった。

参加して中央会の団結をさらに感じることが出来た。ありがと

うございました。

～トライアスロンそれぞれの熱い１日～～トライアスロンそれぞれの熱い１日～

K a i k e  T r i a t h l o n

v o l u n t e e r
新入会員 トライアスロンに参加して

環境問題委員会　永田健司

　７月に入会していきなりのボランティア参加が心配だったの

か、気を利かせてくれたのか、台風の影響で一部短縮してのス

タートとなりました。私自身何をすればいいかわからず、ただ

右往左往するだけでたいした手伝いもできずに終わってしまい

ましたが、選手の皆様のパワーや中央会の団結力を改めて実感

させられた一日になりました。朝早くから夜遅くまで大変でし

たが、いい経験になりました。来年はもっと役に立つよう頑張

りたいとおもいます。

広報委員会　朝原直也

　台風の接近により当日まで開催が危ぶまれていましたが、ま

さに「雨にも負けず」鉄人レースがスタートしました。私はボ

ランティア活動に参加するのも初めてでした。ポスター貼り・

備品洗い・ポイントでのランナー誘導等だけで、本レースに大

きく貢献できたわけではありません。ただ選手の息遣いを聞き

ながら、会員の方々と一緒に声を張り上げていると、改めて中

央会の良さを感じました。また選手の皆さんからは「勇気」み

たいなものをいただけた気がしました。米子での楽しみがまた

ひとつ増えた、そんな一日でした。

環境問題委員会　内藤幸一

　初めてのトライアスロン大会、右も左も分からぬまま、広報

のカメラ係として宮崎会員を追い掛け、スタート地点からＡＳ、

そしてゴール地点と駆け廻りました。最後はゴール直前でポイ

ントに立ちましたが、雨の中必死にゴールを目指すランナーの

姿に心を打たれ、大声で「頑張れ！ゴールは目前です！」と叫

び続けていました。このような素晴らしい大会を長年後援して

いる中央会の伝統・そしてパワーを改めて感じました。初のト

ライアスロン大会は“雨のち心は晴れ晴れ”。清々しい気分の

一日となりました。

広報委員会　山口啓一郎

　台風一過の晴天の期待も虚しく、夕暮れ時を過ぎても梅雨特

有の気だるさの中、雨脚は更に強くなっていった。スイムが中

止になるという最悪のコンディション。それでもアスリート達

の眼差しは常に前を向いている。土砂降りの中で、それぞれの

役割を果たしながらボランティアスタッフは彼等の背中に精一

杯の声援を送る。その声援に背中を押されるように彼等はゴー

ルに向けて一歩一歩と確かな足取りを刻んでゆく。そこには揺

るぎない一体感があることを、初参加ながらレインコート越し

に実感した。本気になる者、必死になる者に共感し、自然と支

えたいという感情が湧く。そこにはともすれば忘れがちな大切

な物がある。改めて中央会に入会できたことに感謝した。

環境問題委員会　内田隆嗣

　今回は10数年ぶりにＡＳの仕事を手伝わせていただきまし

た。ＡＳの仕事やポイント立ちで、久しぶりに選手が走るのを

目にして、声をかけることが出来、また選手と共に天候とも戦

うことで、これぞトライアスロンのボランティアという一日を

味わうことができました。不思議なもので、小さい頃に大山乳

業アイスにつられてボランティアをやったのを覚えていたよう

で、同じＡＳで子供達が大人に負けず元気に活動しているのを

見て、「自分も子供の頃はあんな感じだったのかなぁ？」と一人

感慨に耽ってしまいました。今後も大人だけでなく、お祭り感

覚で参加した子供達が楽しい一日を過ごしてくれれば、将来の

トライアスロンを支える人材が育ち、皆生トライアスロンの未

来も明るいのではないかとおもいました。

総務委員会　竹谷友成

選手でにぎわう市民の森ＡＳ

おつかれ様でした




